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図1.緊 急時対応 シュミレーシ ョンの実際
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mシ ミュレー シ ョンの評価 2.事 例検討
1.シミュレーション前後の意識調査 1999年 シミュ レー ション以降、CPRコ ール(麻 酔科
1)対象:今 回初めてシミュレーションを経験 した放射線 医 をコール)の 具 体的事例を1例 紹介 し、実際のスタ ッフ
科医師とRI勤 務医師14名 、技師9名 、看護師 の動きを検 証 した .
2名 、計25名
2)方法:シ ミュレーション実施前の6月 、実施後の9～ Iv結 果
10月 に緊急体制に関する意識調査を実施し、そ 1.連 絡体制の知識について(図3)
の効果を分析 した(比 較検討した項 目では、t 麻酔科への協力要請は、シミュレーション実施前か
検定を用い、p<0.05を 有意とした.) ら80%の 者が知っていた シミュレーション後は96%
3)内容 と上がったが、100%に はならず、全員に周知徹底はさ
(1)連 絡体制の知識の比較:CPR要 請と、緊急 れなかった、
ブザー等について 短縮電話の存在、連絡表が貼ってあること、緊急ブ
(2)職 種による役割の認識の比較:CPRコ ール ザーの存在、部内放送の存在の項目において、シミュ
の判断、誰が呼ぶかの役割について レーション後、知識は有意に増加した












































すべて の項 目で、「いつ もして いる」の割合は変わ ら 種類」と、「救急ボックスの保管場所」であった。シ
なか った。「いつ もして いる」、「時々 している」を 「し ミュレーションに参加しても 「わからなかった」「説
ているグルー プ」 と してみる と、 「連絡先一 覧の確 明を聞かなかった」の割合が50%を 占めたのは 躁
認」や 、「緊急 ブザ ーの位置確 認」は、有意 に増えて 作台の移動」の項 目だった。

お り、意識 の高 ま りを表 して いる。 5.次 回のシミュレーションの参加希望(図7)

4.具	 体 的内容 で のシ ミュ レー シ ョンの効果 につ いて 84%の 者が 「是非参加 したい」 と答えていた。
(図6)
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緊急 ブザ ー を
押 した。
麻 酔科 医を呼
ぶ 判 断 を し
た。
麻 酔科 医 に連
絡 した。
麻酔科 医 の到















緊急 ブザー は看護師 技師
詰所 につなが って い
る。




電 話機 に短縮番号 を
入 力 して いた。
司令塔の明確化 は、
課題。
シ ミュ レー シ ョン 時




























で きなか った。看護師 が、技師 に
CPRコ ールするよう伝達 した。
CPRコ ール(麻 酔科 への短縮電
話)を かけた。
複数の医師が、指示 をだ した。
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